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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　戸当り部を有した建具枠と、前記建具枠に開閉可能に取り付けられた戸体とを備えてお
り、
　前記戸当り部は、前記建具枠の内周面から延出した溝形成部と、前記戸体の屋内面に当
接するタイト材とを有しており、
　前記タイト材は、前記溝形成部に係合した係合基部と、前記係合基部から延出した当接
部とを有しており、
　前記溝形成部によって形成された溝部には、熱膨張耐火材が配置されており、
　前記タイト材のうち少なくとも係合基部は、熱可塑性エラストマーによって構成されて
おり、
　前記建具枠は、開口を形成する見込み片部を有しており、
　前記溝形成部は、前記見込み片部から延出した延出片部と、前記延出片部から屋外側に
延出した側片部と、前記側片部から前記見込み片部側に延出した第一係合片部と、前記見
込み片部から前記第一係合片部に向かって延出した第二係合片部と、前記見込み片部のう
ち前記延出片部および前記第二係合片部間に位置する部分とによって構成されており、
　前記係合基部は、前記第一係合片部および前記第二係合片部に係合可能に前記溝部に配
置される係合爪を有しており、
　前記延出片部および前記第一係合片部の間の見込み寸法と前記延出片部および前記第二
係合片部の間の見込み寸法とのそれぞれは、前記係合爪の厚さ寸法と前記熱膨張耐火材の
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厚さ寸法とを合わせた見込み寸法よりも大きい寸法となっている
　ことを特徴とする建具。
【請求項２】
　請求項１に記載の建具において、
　前記タイト材のうち少なくとも前記係合基部は、前記熱膨張耐火材の熱膨張温度よりも
軟化温度が同等以下の温度である材料によって構成されている
　ことを特徴とする建具。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の建具において、
　前記タイト材のうち少なくとも前記係合基部は、前記熱膨張耐火材の熱膨張温度よりも
溶融温度が同等以下の温度である材料によって構成されている
　ことを特徴とする建具。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の建具において、
　前記溝形成部は、当該溝形成部によって形成される溝部を、前記係合基部が配置される
第一溝部と、前記熱膨張耐火材が配置される第二溝部とに仕切る仕切り片部を有している
　ことを特徴とする建具。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の建具において、
　前記戸体の戸先側にはエッジ材が取り付けられており、
　前記エッジ材の室外側部分には溝形成部が形成されており、
　前記溝形成部には、係合基部および延出ヒレ部を有したタイト材が係合しており、
　前記溝形成部によって形成された溝部には、熱膨張耐火材が配置されており、
　前記タイト材のうち少なくとも係合基部は、熱可塑性エラストマーによって構成されて
いる
　ことを特徴とする建具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の玄関、勝手口等に用いられる建具に関し、特に防火性を有する建具に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、防火用金属枠（建具枠）と、防火用金属枠に蝶番を介して開閉可能に取り付けら
れた木製防火戸（戸体）とを備えた建具が知られている（特許文献１参照）。防火用金属
枠の内周壁には、戸当りゴム収納溝を形成した戸当り部が設けられており、戸当りゴム収
納溝には、戸当りゴム（タイト材）が木製防火戸に当接可能に収納されている。戸当りゴ
ムと戸当りゴム収納溝の底部との間隙には加熱発泡材（熱膨張耐火材）が充填されている
。
　この加熱発泡材は、火災時に熱膨張しながら戸当りゴムを戸当りゴム収納溝から木製防
火戸の周縁部側に向けて押し出し、木製防火戸の周縁部と防火用金属枠の内周壁との間隙
を閉塞する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－１３８３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、特許文献１に記載の建具では、特許文献１の図１に示されるように戸当りゴ
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ム収納溝に収納された戸当りゴムは、戸当り溝に接着等によって木製防火戸に当たる位置
に取り付けられる必要があり、施工が煩雑である。
　ここで、戸当りゴムを戸当り収納溝に係合可能な構成として位置決め容易とすることが
考えられるが、火災時には、係合状態の戸当りゴムを加熱発泡材の熱膨張によって押し出
さなければならないので、防火用金属枠および木製防火戸間を加熱発泡材の熱膨張によっ
て円滑に閉塞することが困難である。
【０００５】
　本発明の目的は、熱膨張耐火材の熱膨張によって建具枠および戸体間を円滑に閉塞する
ことができる建具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の建具は、戸当り部を有した建具枠と、前記建具枠に開閉可能に取り付けられた
戸体とを備えており、前記戸当り部は、前記建具枠の内周面から延出した溝形成部と、前
記戸体の屋内面に当接するタイト材とを有しており、前記タイト材は、前記溝形成部に係
合した係合基部と、前記係合基部から延出した当接部とを有しており、前記溝形成部によ
って形成された溝部には、熱膨張耐火材が配置されており、前記タイト材のうち少なくと
も係合基部は、熱可塑性エラストマーによって構成されていることを特徴とする。
　本発明の建具によれば、火災時に熱膨張耐火材が加熱されて熱膨張するが、このときに
は、熱可塑性エラストマーによって構成される係合基部が軟化や溶融を起こし、タイト材
が溝形成部から外れやすくなっているか、または溝形成部から脱落する。このため、熱膨
張耐火材がタイト材に邪魔されずに熱膨張することができ、建具枠および戸体間を円滑に
閉塞することができる。
　また、熱可塑性エラストマーによって構成される係合基部は弾性を有するので、溝形成
部に形成された溝部に係合基部を押し込むことで溝形成部に係合することができる。
【０００７】
　本発明の建具では、前記タイト材のうち少なくとも前記係合基部は、前記熱膨張耐火材
の熱膨張温度よりも軟化温度が同等以下の温度である材料によって構成されていてもよい
。
　このような構成によれば、火災時に係合基部が軟化温度に達して軟化することで、タイ
ト材が溝形成部から外れやすくなるか、または溝形成部から脱落する。このため、熱膨張
耐火材がタイト材に邪魔されずに熱膨張することができる。
【０００８】
　本発明の建具では、前記タイト材のうち少なくとも前記係合基部は、前記熱膨張耐火材
の熱膨張温度よりも溶融温度が同等以下の温度である材料によって構成されていてもよい
。
　このような構成によれば、火災時に係合基部が溶融温度に達して溶融することで、タイ
ト材が溝形成部から外れやすくなるか、または溝形成部から脱落する。このため、熱膨張
耐火材がタイト材に邪魔されずに熱膨張することができる。
【０００９】
　本発明の建具では、前記建具枠は、開口を形成する見込み片部を有しており、前記溝形
成部は、前記見込み片部から延出した延出片部と、前記延出片部から屋外側に延出した側
片部と、前記側片部から前記見込み片部側に延出した第一係合片部と、前記見込み片部か
ら前記第一係合片部に向かって延出した第二係合片部と、前記見込み片部のうち前記延出
片部および前記第二係合片部間に位置する部分とによって構成されていてもよい。
　このような構成によれば、延出片部および第二係合片部の間を建具枠の見込み片部によ
って形成することで、溝形成部の開口中央側への突出量を増やすことなく溝部を大きく形
成することができ、この溝部に配置される熱膨張耐火材の量を増すことができる。
　また、溝形成部の開口位置を建具枠の見込み片部に近接させることができ、熱膨張耐火
材を戸体の見込み面および建具枠の見込み面（内周面）の間に膨出させやすい位置に配置
することができる。
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【００１０】
　本発明の建具では、前記溝形成部は、当該溝形成部によって形成される溝部を、前記係
合基部が配置される第一溝部と、前記熱膨張耐火材が配置される第二溝部とに仕切る仕切
り片部を有していてもよい。
　このような構成によれば、熱膨張耐火材を仕切り片部によってガイドしながら第二溝部
に簡単にスライド挿入することができる。また、熱膨張耐火材は仕切り片部によって第一
溝部への移動が阻止されるので、熱膨張耐火材が邪魔とならずにタイト材の係合基部を第
一溝部に円滑に係合させることができる。
【００１１】
　本発明の建具では、前記戸体の戸先側にはエッジ材が取り付けられており、前記エッジ
材の室外側部分には溝形成部が形成されており、前記溝形成部には、係合基部および延出
ヒレ部を有したタイト材が係合しており、前記溝形成部によって形成された溝部には、熱
膨張耐火材が配置されており、前記タイト材のうち少なくとも係合基部は、熱可塑性エラ
ストマーによって構成されていてもよい。
　このような構成によれば、火災時には、前述した戸当り部と同様にタイト材が軟化や溶
融を起こすので、エッジ材の溝形成部内の熱膨張耐火材はタイト材に邪魔されることなく
熱膨張してエッジ材と建具枠との間を円滑に塞ぐことができる。
　また、熱可塑性エラストマーによって構成される係合基部は弾性を有するので、溝形成
部に形成された溝部に係合基部を押し込むことで溝形成部に係合することができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、熱膨張耐火材の熱膨張によって建具枠および戸体間を円滑に閉塞する
ことができる建具を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係るドアを示す縦断面図。
【図２】前記実施形態に係るドアを示す横断面図。
【図３】前記実施形態に係るドアの要部を示す横断面図。
【図４】本発明の変形例に係るドアの要部を示す横断面図。
【図５】本発明の変形例に係るドアの要部を示す横断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
［本実施形態の構成］
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
　図１～２において、本実施形態に係る建具としてのドア１は、いわゆる片開きドアであ
り、建物の外壁開口部に固定される建具枠であるドア枠２と、ドア枠２に開閉可能に支持
される戸体である扉５とを備えている。
　以下の説明において、ドア１の左右方向をＸ軸方向とし、上下方向をＹ軸方向とし、屋
内外方向（奥行方向）をＺ軸方向とする。Ｘ，Ｙ，Ｚ軸方向は互いに直交している。
【００１５】
　ドア枠２は、上枠１０、下枠２０および左右の縦枠３０，４０を有している。図２の左
側に配置される縦枠３０が吊元側とされてヒンジ４が取り付けられており、図２の右側に
配置される縦枠４０が戸先側とされている。ヒンジ４は、旗丁番などによって構成されて
いる。ドア枠２の後述する各見込み片部１１３，１２１，２１３、３１３，３２１，４１
３，４２１によって形成された内周面は、ドア枠２の開口を区画形成している。
【００１６】
　上枠１０は、図１に示すように、アルミ（金属）製の屋外部材１１および屋内部材１２
を、ウレタン樹脂等の断熱材１３で連結して構成された断熱形材であり、屋外部材１１お
よび屋内部材１２が図示略の躯体に固定される。屋外部材１１は、中空枠形状とされたア
ルミ押出形材であり、Ｚ軸方向に沿った見込み片部１１３を有している。屋内部材１２は
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、アルミ押出形材であり、Ｚ軸方向に沿った見込み片部１２１と、扉５の屋内面に対する
屋内見付け面を構成する戸当り部１２２とを有している。戸当り部１２２は、見込み片部
１２１に連続した溝形成部１２３と、扉５の屋内面に当接するタイト材１５（気密材）と
を有している。
【００１７】
　下枠２０は、アルミ押出形材で構成されており、図１に示すように、Ｚ軸方向に沿った
見込み片部２１３と、扉５の屋内面に対する屋内見付け面を構成する戸当り部２２２とを
有している。戸当り部２２２は、見込み片部２１３に連続した溝形成部２２３と、扉５の
屋内面に当接するタイト材２５（気密材）とを有している。下枠２０は、例えば、モルタ
ルで納まるため、熱の出入りが少ない。このため、下枠２０は、上枠１０のようなアルミ
断熱形材ではなく、屋外側から屋内側まで一体に形成されたアルミ押出形材で構成されて
いる。下枠２０には、ゴム製の沓摺部２４が取り付けられている。下枠２０の屋内露出面
は、沓摺部２４と後述するタイト材２５とによって被覆されている。
【００１８】
　吊元側の縦枠３０および戸先側の縦枠４０は、図２に示すように、アルミ（金属）製の
屋外部材３１，４１および屋内部材３２，４２を、ウレタン樹脂等の断熱材３３，４３で
連結した断熱形材であり、上枠１０と同様に、屋外部材３１，４１と、屋内部材３２，４
２とは、図示略の躯体に固定されている。屋外部材３１，４１は、中空枠形状とされてお
り、Ｚ軸方向に沿った見込み片部３１３，４１３を備えている。屋内部材３２，４２は、
Ｚ軸方向に沿った見込み片部３２１，４２１と、扉５の屋内面に対する屋内見付け面を構
成する戸当り部３２２，４２２とを有している。戸当り部３２２，４２２は、見込み片部
３２１，４２１に連続した溝形成部３２３，４２３と、扉５の屋内面に当接するタイト材
３５，４５（気密材）とを有している。
【００１９】
　以上のドア枠２において、戸先側の戸当り部４２２の溝形成部４２３は、図３（Ａ）に
示すように、Ｘ軸方向において見込み片部４２１の見込み面から側方に延出した延出片部
４２４と、Ｚ軸方向において延出片部４２４の延出端縁から屋外側に延出した側片部４２
５と、Ｘ軸方向において側片部４２５から見込み片部４２１側に延出した第一係合片部４
２７と、Ｘ軸方向において見込み片部４２１から第一係合片部４２７に向かって延出した
第二係合片部４２８と、見込み片部４２１のうち延出片部４２４および第二係合片部４２
８間に位置する部分とによって構成されている。側片部４２５には仕切り片部４２５Ａが
形成されており、見込み片部４２１の前記部分には仕切り片部４２６Ａが形成されている
。仕切り片部４２５Ａは、側片部４２５から見込み片部４２１側に向かってＸ軸方向に突
出しており、仕切り片部４２６Ａは、見込み片部４２１から側片部４２５側に向かってＸ
軸方向に突出しており、仕切り片部４２５Ａ，４２６Ａの突出端縁は互いにＸ軸方向に間
隔を隔てて向かい合っている。これらの仕切り片部４２５Ａ，４２６Ａは、溝形成部４２
３によって形成される空間である溝部４２９を、屋外側の第一溝部４２９Ａと、屋内側の
第二溝部４２９Ｂとに仕切っており、第一溝部４２９Ａには、タイト材４５の後述する係
合部４５３が配置されており、第二溝部４２９Ｂには、熱膨張耐火材９が延出片部４２４
に沿ってスライド挿入されて配置されている。仕切り片部４２５Ａ，４２６Ａおよび延出
片部４２４間の見込み寸法は、熱膨張耐火材９の厚さ寸法と同等以上の寸法とされている
。仕切り片部４２５Ａおよび第一係合片部４２７間の見込み寸法は、タイト材４５の係合
部４５３の厚さ寸法と同等以上の寸法とされている。このように寸法設定されているので
、延出片部４２４と第一係合片部４２７および第二係合片部４２８との間の見込み寸法は
、タイト材４５の係合部４５３の厚さ寸法と熱膨張耐火材９の厚さ寸法とを合わせた寸法
以上の寸法となっている。
【００２０】
　タイト材４５は、図３（Ａ）に示すように、係合基部４５１と、係合基部４５１から延
出した当接部４５５とを有している。
　係合基部４５１は、本実施形態では板状の基部４５２と、基部４５２に対して屋内側に
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連続した係合部４５３とを有している。係合部４５３にはタイト材４５の幅方向（Ｘ軸方
向）の両側に突出した一対の係合爪４５３Ａが形成されている。係合部４５３は第一溝部
４２９Ａに配置されており、基部４５２は溝形成部４２３の第一係合片部４２７および第
二係合片部４２８の屋外面に当接しており、一対の係合爪４５３Ａが第一係合片部４２７
および第二係合片部４２８の屋内面にそれぞれ係合している。このように係合基部４５１
は溝形成部４２３に係合している。
　当接部４５５は、基部４５２に連続した中空の当接本体部４５６と、当接本体部４５６
から屋外側に延出した当接片部４５７，４５８とを有している。当接片部４５７は閉鎖位
置にある扉５の後述する屋内面部５２１に当接し、当接片部４５８は屋外部材４１の見込
み片部４１３に当接する。
　このタイト材４５は、係合基部４５１および当接部４５５を含む全体が熱可塑性エラス
トマー（ＴＰＥ（Ｔｈｅｒｍｏ　Ｐｌａｓｔｉｃ　Ｅｌａｓｔｏｍｅｒ））によって構成
されており、本実施形態では熱膨張耐火材９の熱膨張温度よりも低い軟化温度および溶融
温度となっている。また、タイト材４５は、熱可塑性エラストマーによって構成されるこ
とで弾性を有しているので、係合部４５３を屋外側から第一溝部４２９Ａに押し込んで溝
形成部４２３に係合することができ、且つ、当接部４５５が扉５の屋内面に弾性的に当接
して気密性を維持することができる。
　前述した熱可塑性エラストマーとしては、オレフィン系やスチレン系のものがタイト材
４５に適しているが、このほか、塩ビ系、ポリエステル系、ウレタン系などのものであっ
てもよい。オレフィン系の熱可塑性エラストマーに関し、耐熱温度は約８５℃～９０℃ま
でであり、溶融温度は約１００℃前後であり、軟化温度は耐熱温度と溶融温度との間の温
度である。スチレン系の熱可塑性エラストマーに関し、耐熱温度は約６０℃～７０℃まで
であり、溶融温度は約１００℃前後であり、軟化温度は耐熱温度と溶融温度との間の温度
である。本実施形態ではオレフィン系の熱可塑性エラストマーを採用する。
　なお、図２に示す吊元側の戸当り部３２２の溝形成部３２３およびタイト材３５は、戸
当り部４２２の溝形成部４２３およびタイト材４５と同様に構成されて左右逆向きに設置
されている。このため、溝形成部４２３およびタイト材３５の各構成については、溝形成
部４２３およびタイト材４５の各構成と同符号を図面に適宜付して詳細な説明を省略する
。
　また、戸当り部３２２，４２２における溝部４２９の見付け寸法は、見込み片部３２１
，４２１の一部を利用して溝形成部３２３，４２３を形成するので、戸当り部３２２，４
２２間のＸ軸方向における開口寸法を狭めることなく、後述する戸当り部１２２，２２２
における溝部４２９の見付け寸法よりも大きく形成できる。このため、戸当り部３２２，
４２２における溝部４２９の体積を増すことができて、戸当り部１２２，２２２よりも、
より大きな熱膨張耐火材９を溝部４２９に配置することができる。
【００２１】
　図１に示す上側の戸当り部１２２の溝形成部１２３は、戸先側の戸当り部４２２の溝形
成部４２３と概略同様に構成されているが、側片部１２６を有している点で構成が異なる
。溝形成部１２３に各構成のうち溝形成部４２３の各構成と同構成については、溝形成部
４２３の各構成と同符号を図面に適宜付して詳細な説明を省略し、側片部１２６などの異
なる構成に関しては以下に説明する。
　側片部１２６は、図１に示すように、Ｚ軸方向において延出片部４２４から屋外側に延
出しており、側片部４２５および見込み片部１２１間に位置しており、見込み片部１２１
に対して下方（Ｙ軸方向）に離れている。この側片部１２６には、第二係合片部４２８お
よび仕切り片部４２６Ａが形成されている。
　上側の戸当り部１２２のタイト材１５は、タイト材４５と概略同様に構成されているが
、屋内面部５２１に当接する当接片部４５９を更に備えている点で構成が異なる。タイト
材１５の構成のうちタイト材４５の各構成と同構成については、タイト材４５の各構成と
同符号を図面に適宜付して詳細な説明を省略する。
　なお、下側の戸当り部２２２の溝形成部２２３およびタイト材２５は、上側の戸当り部
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１２２の溝形成部１２３およびタイト材１５と同様に構成されて上下逆向きに設置されて
いる。このため、溝形成部２２３およびタイト材２５の各構成については、溝形成部１２
３およびタイト材１５の各構成と同符号を図面に適宜付して詳細な説明を省略する。
【００２２】
　扉５は、図１，２に示すように、金属製の屋外面材５１と、金属製の屋内面材５２と、
断熱芯材５３と、補強材５４と、アルミニウムなどの金属製のエッジ材５５とを備えてい
る。屋外面材５１および屋内面材５２は、断熱芯材５３の屋外面および屋内面に接着剤で
接着されて一体化されている。従って、扉５は、断熱芯材５３の屋外面および屋内面に、
屋外面材５１、屋内面材５２を貼って平らに仕上げられたフラッシュドアタイプである。
なお、扉５の戸先側には、図示略の操作ハンドルが設けられている。
　屋外面材５１および屋内面材５２は鋼鈑で構成されている。屋外面材５１は、断熱芯材
５３の屋外面に沿って配置されている。屋内面材５２は、断熱芯材５３の屋内面に沿って
配置されている。断熱芯材５３は、ＥＰＳ（発泡ビーズ法ポリスチレン）製の断熱材で構
成されている。なお、断熱芯材５３は、フェノール樹脂系の断熱材を用いてもよいし、ハ
ニカム材（水酸化アルミハニカム、セラミックハニカム、ペーパーハニカム）、フォーム
材（イソシアヌレートフォーム、ウレタンフォーム、フェノール樹脂フォーム）等の断熱
材が使用されてもよい。補強材５４は、硬質の補強樹脂材５４１と、スチール等の補強金
属材５４２とを備えた複合補強材によって構成されており、扉５の周囲に沿って四周枠組
みされている。なお、戸先側の補強材５４には、戸先側の縦枠４０に設けられた錠受け７
に係止されるラッチボルト６Ａやデッドボルト（図示略）等を出没可能に備える錠ケース
６が取り付けられている。
【００２３】
　屋外面材５１は、断熱芯材５３の屋外面に接着される屋外面部５１１と、屋外面部５１
１の上下の各端縁からＺ軸方向において屋内側に折曲された屋外見込み片部５１３Ａ，５
１３Ｂと、屋外面部５１１の左右の各端縁からＺ軸方向において屋内側に折曲された屋外
見込み片部５１３Ｃ，５１３Ｄとを有している。
　屋内面材５２は、断熱芯材５３の屋内面に接着される屋内面部５２１と、屋内面部５２
１の上下の各端縁からＺ軸方向において屋外側に折曲された屋内見込み片部５２２Ａ，５
２２Ｂと、屋内面部５２１の吊元側の端縁からＺ軸方向において屋外側に折曲された屋内
見込み片部５２２Ｃと、屋内面部５２１の戸先側の端縁からＺ軸方向において屋外側に折
曲された屋内見込み片部５２２Ｄと、屋内見込み片部５２２Ｄの屋外縁部からＺ軸方向に
おいて吊元側に折曲された内側片部５２３とを有している。
　補強材５４の補強樹脂材５４１は、チャンネル状に形成されており、補強金属材５４２
は、屋内縁部および屋外縁部が補強樹脂材５４１に形成された保持溝５４１Ａに保持され
た平鋼によって構成されている。補強樹脂材５４１、補強金属材５４２と屋外見込み片部
５１３Ａ～５１３Ｄとは、リベット、ネジ等の締結部材によって締結されている。補強樹
脂材５４１、補強金属材５４２と屋内見込み片部５２２Ａ～５２２Ｃとは、リベット、ネ
ジ等の締結部材によって締結されている。
　エッジ材５５は、アルミニウムなどの金属製の押出形材で形成されており、戸先側の補
強材５４との間に屋外見込み片部５１３Ｄを挟み込んでいる。このエッジ材５５は、リベ
ットや接着材などによって戸先側の補強材５４に固定されている。
　ここで、エッジ材５５の屋内縁部５５Ａは、図３（Ａ）に示すように屋内面部５２１よ
りも屋外側に位置している。また、屋内見込み片部５２２Ｄおよび内側片部５２３はエッ
ジ材５５の屋内縁部５５Ａに対してＸ軸方向における外側（縦枠４０側）に位置している
。これにより、屋内面材５２の戸先側における側縁部は、エッジ材５５に邪魔されること
なく戸先側に熱伸び可能な配置となっている。
【００２４】
　以下、前述したドア１の火災時の作用について説明する。
　屋内火災時には、屋内面材５２が主にＹ軸方向に熱伸びするため、扉５は弓なりに熱反
りし、扉５の上端部や下端部は、扉５のＹ軸方向における中間部に対して屋外側に移動す
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る。このため扉５の上端部や下端部とタイト材１５，２５，３５，４５との間の隙間は、
熱反りしていない場合に比べて広くなる。ここで、屋内面材５２はＸ軸方向にも熱伸びす
るが、エッジ材５５の屋内縁部５５Ａが屋内面材５２の屋内面部５２１よりも屋外側にあ
り、屋内見込み片部５２２Ｄおよび内側片部５２３はＸ軸方向においてエッジ材５５に対
して縦枠４０側の位置にあるので、屋内面材５２のＸ軸方向への熱伸びはエッジ材５５に
当たって抑制されることがない。このように、扉５は、屋内面材５２のＸ軸方向への熱伸
びの抑制に起因して屋内面材５２の熱反りが助長されることがない構成とされている。
　屋内火災によって屋内側が加熱されていくと、タイト材１５，２５，３５，４５が軟化
し、溶融温度に達して溶融しはじめる。これにより、タイト材１５，２５，３５，４５は
溝形成部１２３，２２３，３２３，４２３から外れやすい状態となるか、または外れた状
態となる。このような状態で熱膨張耐火材９が熱膨張温度に達すると、発泡して熱膨張し
、各溝部４２９から屋外側に膨出しながら、溝形成部１２３，２２３，３２３，４２３と
屋内面部５２１との間の隙間や、屋内見込み片部５２２Ａ～５２２Ｄと見込み片部１１３
，２１３，３１３，４１３との間の隙間に入り込み、これらの隙間を閉塞する。なお、図
３（Ｂ）は、熱膨張耐火材９の熱膨張によって戸先側における前記隙間を閉塞した状態を
示す。
　また、屋外火災時には、扉５の熱反り向きは前述と逆向きとなるが、タイト材１５，２
５，３５，４５が加熱されて溝形成部１２３，２２３，３２３，４２３から外れやすい状
態となるか、または外れた状態となり、続いて熱膨張耐火材９が熱膨張温度に達すると熱
膨張し、前述同様にドア枠２および扉５間を閉塞する。
【００２５】
［本実施形態の効果］
（１）本実施形態では、戸当り部１２２，２２２，３２２，４２２の溝形成部１２３，２
２３，３２３，４２３によって形成された溝部４２９に熱膨張耐火材９が配置されており
、タイト材１５，２５，３５，４５の係合基部４５１は、熱可塑性エラストマーによって
構成されている。
　上記構成を有するため、屋内火災時に熱膨張耐火材９が加熱されて熱膨張するが、この
ときには係合基部４５１が軟化や溶融を起こして、タイト材１５，２５，３５，４５が溝
形成部１２３，２２３，３２３，４２３から外れやすくなっているか、または溝形成部１
２３，２２３，３２３，４２３から脱落する。このため、熱膨張耐火材９がタイト材１５
，２５，３５，４５に邪魔されずに熱膨張することができ、ドア枠２および扉５間を円滑
に閉塞することができる。
　また、熱可塑性エラストマーによって構成される係合基部４５１は弾性を有するので、
溝形成部１２３，２２３，３２３，４２３に形成された溝部に係合基部４５１を押し込む
ことで溝形成部１２３，２２３，３２３，４２３に係合することができる。
　更に、熱膨張耐火材９が溝部４２９に配置されることで溝形成部１２３，２２３，３２
３，４２３およびタイト材１５，２５，３５，４５に覆われるので、熱膨張耐火材９が外
部に露出しない外観にできる。
（２）係合基部４５１は、熱膨張耐火材９の熱膨張温度よりも軟化温度が同等以下の温度
である材料によって構成されているので、火災時に係合基部が軟化温度に達して軟化する
ことで、タイト材１５，２５，３５，４５が溝形成部１２３，２２３，３２３，４２３か
ら外れやすくなるか、または溝形成部１２３，２２３，３２３，４２３から脱落する。こ
のため、熱膨張耐火材９がタイト材１５，２５，３５，４５に邪魔されずに熱膨張するこ
とができる。
（３）係合基部４５１は、熱膨張耐火材９の熱膨張温度よりも溶融温度が同等以下の温度
である材料によって構成されているので、火災時に係合基部４５１が溶融温度に達して溶
融することで、タイト材１５，２５，３５，４５が溝形成部１２３，２２３，３２３，４
２３から外れやすくなるか、または溝形成部１２３，２２３，３２３，４２３から脱落す
る。このため、熱膨張耐火材９がタイト材１５，２５，３５，４５に邪魔されずに熱膨張
することができる。



(9) JP 6978298 B2 2021.12.8

10

20

30

40

50

（４）タイト材１５，２５，３５，４５は、これらの全体が熱可塑性エラストマーによっ
て構成されているので弾性を有している。このため、前述したように係合基部４５１を撓
めながら溝部４２９に向けて押し込んで溝形成部１２３，２２３，３２３，４２３に係合
することができ、且つ、当接部４５５の屋内面部５２１に対する当接によって気密性を維
持することができる。また、火災時には係合基部４５１が軟化や溶融を生じるので溝形成
部１２３，２２３，３２３，４２３から外れやすい状態にできる。
（５）溝形成部３２３，４２３は、延出片部４２４および第二係合片部４２８間に位置す
る部分がドア枠２の見込み片部３２１，４２１によって構成されている。このため、溝形
成部３２３，４２３の開口中央側への突出量を増やすことなく溝部４２９を大きく形成す
ることができ、溝部４２９に配置される熱膨張耐火材９の量を増すことができる。また、
溝形成部３２３，４２３の開口位置を見込み片部３２１，４２１に近接させることができ
、熱膨張耐火材９を扉５の見込み面およびドア枠２の見込み面の間に膨出させやすい位置
に配置することができる。
（６）溝形成部１２３，２２３，３２３，４２３は、溝部４２９が第一溝部４２９Ａと第
二溝部４２９Ｂとに仕切る仕切り片部４２５Ａ，４２６Ａを有している。このため、熱膨
張耐火材９を仕切り片部４２５Ａ，４２６Ａによってガイドしながら第二溝部４２９Ｂに
簡単にスライド挿入することができる。また、熱膨張耐火材９は仕切り片部４２５Ａ，４
２６Ａによって第一溝部４２９Ａへの移動が阻止されるので、熱膨張耐火材９が邪魔とな
らずにタイト材１５，２５，３５，４５の係合基部４５１を第一溝部４２９Ａに円滑に係
合させることができる。
（７）延出片部４２４と第一係合片部４２７および第二係合片部４２８との間の見込み寸
法は、係合基部４５１のうち第一溝部４２９Ａに配置される係合部４５３の厚さ寸法と熱
膨張耐火材９の厚さ寸法とを合わせた寸法以上の寸法とされている。このため、タイト材
１５，２５，３５，４５の係合部４５３を第一係合片部４２７および第二係合片部４２８
に係合させつつ溝部４２９に配置すると共に、溝形成部１２３，２２３，３２３，４２３
の延出片部４２４に沿って熱膨張耐火材９を配置することができる。これにより、熱膨張
耐火材９は熱膨張により第一係合片部４２７および第二係合片部４２８間から膨出させや
すい向きに配置されるので、火災時にドア枠２および扉５間を円滑に閉塞することができ
る。
【００２６】
［変形例］
　本発明は、以上の実施形態で説明した構成のものに限定されず、本発明の目的を達成で
きる範囲での変形例は、本発明に含まれる。
　例えば、前記実施形態では、溝形成部４２３は、仕切り片部４２５Ａ，４２６Ａを有し
て第一溝部４２９Ａおよび第二溝部４２９Ｂに仕切ったダブルポケットとされているが、
例えば図４（Ａ）に示すように仕切り片部４２５Ａ，４２６Ａの構成を省略してシングル
ポケットとしてもよい。
　また、図４（Ｂ）に示すように、タイト材４５の係合部４５３を基部４５２に対して見
込み片部４２１寄りの位置に設け、延出片部４２４を見付け内側に延長し、その先端縁か
ら室外側に延出した側片部４３１を設けることで、係合部４５３が係合される溝部４２９
に隣接した溝部４３０を構成し、この溝部４３０に熱膨張耐火材９を配置してもよい。
　溝形成部１２３，２２３，３２３についても同様にシングルポケットとしてもよく、ま
た、溝部４３０を設け、ここに熱膨張耐火材９を配置してもよい。
　前記実施形態では、エッジ材５５の屋内縁部５５Ａが屋内面部５２１よりも室外側に位
置し、屋内見込み片部５２２Ｄおよび内側片部５２３が屋内縁部５５Ａよりも縦枠４０側
に位置しているが、例えば図５に示すように、内側片部５２３を省略し、屋内見込み片部
５２２Ｄが補強材５４およびエッジ材５５間に配置された構成とされてもよい。
　また、図５に示すように、エッジ材５５の屋外側部分には、溝形成部５５３が形成され
、この溝形成部５５３にタイト材５６（水密材）が係合していてもよい。タイト材５６は
、係合基部５６１と、係合基部５６１から延出した延出ヒレ部５６５とを有している。係
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合基部５６１は、本実施形態では板状の基部５６２と、基部５６２に対して屋内側に連続
した係合部５６３とを有している。係合部４５３は、溝形成部５５３によって形成された
空間である溝部５２９に配置されている。また、溝部５２９には熱膨張耐火材９がＺ軸方
向に沿ってスライド挿入されて配置されている。
　このタイト材５６は、係合基部５６１および延出ヒレ部５６５を含む全体が熱可塑性エ
ラストマー（ＴＰＥ（Ｔｈｅｒｍｏ　Ｐｌａｓｔｉｃ　Ｅｌａｓｔｏｍｅｒ））によって
構成されており、本実施形態では熱膨張耐火材９の熱膨張温度よりも低い軟化温度および
溶融温度となっている。また、タイト材５６は、熱可塑性エラストマーによって構成され
ることで弾性を有しているので、係合部５６３を屋外側から溝部５２９に押し込んで溝形
成部５５３に係合することができ、且つ、延出ヒレ部５６５が戸先側の縦枠４０に対向し
て配置されることで水密性を向上している。
　タイト材５６は、火災時に加熱されることで軟化、溶融する一方、溝部５２９にある熱
膨張耐火材９が発泡して縦枠４０側に向かってＸ軸方向に熱膨張する。タイト材５６は軟
化、溶融して溝形成部５５３から外れやすい状態となるか外れるので、熱膨張耐火材９が
タイト材５６に邪魔されずに熱膨張し、エッジ材５５と縦枠４０との間を円滑に塞ぐこと
ができる。
　前記実施形態では、タイト材１５，２５，３５，４５の全体が熱可塑性エラストマーに
よって構成されているが、係合基部４５１を熱可塑性エラストマーによって構成し、当接
部４５５を異なる弾性材料によって構成してもよい。
　前記実施形態では、溝形成部１２３，２２３は側片部１２６を有しており、このために
溝部４２９が見込み片部１２１，２１３から離間した位置にあるが、これに限られず、見
込み片部３２１，４２１の一部を利用する溝形成部３２３，４２３と同様に構成されても
よい。また、溝形成部３２３，４２３が、側片部１２６を備えて溝形成部１２３，２２３
と同様に構成されてもよい。
　前記実施形態では、補強材５４が四周枠組みされているが、扉５の上部および下部の補
強材５４の構成を省略してもよい。
　前記実施形態では、片開きのドア１を建具として説明したが、このほか、戸当り部を有
した建具枠に開閉可能に戸体が取り付けられる開き系建具であればよく、例えば外開き窓
、内開き窓、回転窓、縦すべり出し窓、内倒し窓、突き出し窓や、各種開き系の戸、ドア
であってもよい。
【符号の説明】
【００２７】
　１…ドア（建具）、１１３，１２１，２１３，３１３，３２１，４１３，４２１…見込
み片部、１２２，２２２，３２２，４２２…戸当り部、１２３，２２３，３２３，４２３
…溝形成部、１５，２５，３５，４５，５６…タイト材、２…ドア枠（建具枠）、３０，
４０…縦枠、４２４…延出片部、１２６、４２５，４３１…側片部、４２５Ａ，４２６Ａ
…仕切り片部、４２７…第一係合片部、４２８…第二係合片部、４２９，４３０，５２９
…溝部、４２９Ａ…第一溝部、４２９Ｂ…第二溝部、４５１，５６１…係合基部、４５２
，５６２…基部、４５３，５６３…係合部、４５３Ａ…係合爪、４５５…当接部、５…扉
（戸体）、５１…屋外面材、５２…屋内面材、５２１…屋内面部、５２２Ａ～５２２Ｄ…
屋内見込み片部、５３…断熱芯材、５４…補強材、５５…エッジ材、５５Ａ…屋内縁部、
５６５…延出ヒレ部、９…熱膨張耐火材。
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